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工程計画【２】

5プロジェクト管理
し ょ う 。 挙 句
は 、 「 ス ケ
ジュールなんて
書いても書かな
くても同じ」と
いう結論を手に
してしまう。

「作業量」と言っても、実際にはソースコード
の行数であったり、仕様書のページ数であった
り、テストのパターン数であったりします。言
い替えれば想定される作業の成果物の量です。
「作業量」を見積もる方法としては幾つか提案
されています。
　●ファンクションポイント法
　●フィーチャーポイント法
　●機能量法
　●モデル法
　●経験法
　●積み上げ法

これらの見積もり方法の詳細は別の機会に譲り
ますが、作業量が見える程度にまで作業を細か
くブレークダウンするというのは、いわば「積
み上げ法」に非常に近い方法でもあります。

２．５  作業期間の見積り

本来、「期間」を割り出すには、予想される
「作業量」を単位時間当りの作業量で割ること
が必要です。つまり自分は１時間に何行のソー
スコードが書けるのか、何ページの仕様書が書
けるのか、あるいは１時間で何ページの仕様書
が読めるかを知っていなければなりません。こ
れらの「分母」の値は人によって異なるでしょ
うが、それに相当する値を持たないでは、期間
を見積もることはできません。ここにもスケ
ジュールが“あてずっぽ”になってしまう要因
があります。スケジュールを少しでも正確に見
積もろうとすれば、これらの基準値を手に入れ
る必要があると同時に、管理者もそれを知る必
要があります。そうでなければ、提出されたス
ケジュールを判断することができません。
ところで、これまで述べてきた作業のブレーク
ダウンの方法で作業「量」を把握するときに
は、同時に「期間」の形でも認識されているは
ずです。もちろん、「分母」の基準値が曖昧で
あれば、認識された「期間」も曖昧な部分が残
るでしょうが、それでも、３０分から数時間の
単位に作業が「分割」されたときには、自分の

持つ基準値を思い浮かべているはずです。
また、こうして立てられた詳細スケジュールを
検証する過程で、その期間を想定した根拠を質
すことで、自分の基準値を認識するようになり
ます。もちろんこの「基準値」は常に改善され
る必要があることは言うまでもありません。

２．６  作業の相互関係

作業には相互に関連する作業が多く存在しま
す。この作業に入る前に完了していなければな
らない作業があります。自分勝手に考えたスケ
ジュールでは、チームの他のメンバーと作業の
連携が十分でないことが起きます。未調整なス
ケジュールでは、自分のソースコードが出来上
がってテストに入ろうとしても、共通の Header
File がまだ作られていなかったりします。ここ
で確実に待ち状態に入ってしまいます。しかも
この状態に入った時、待ち状態を埋める作業が
うまく設定できないことが多く、しばしば「仮
の作業」が行われて無駄な時間を過ごすか、メ
ンバー間で２重の作業が行われたりします。こ
の段階で連携のまずさに気付いたのでは、ほと
んど調整は難しく、結果としてスケジュールの
遅延を起こしてしまうことになります。
またチームのメンバー間で作業の順序を変える
ことで、チームとしての日程が何日も縮まるこ
とがあります。順序を入れ替えた人の作業は増
えも減りもしていないのに、そのお陰で周りの
人の作業が簡単になったりして減っていきま
す。一人が先行して、単独で自己のタスクをテ
ストする環境を作ることで、しかもそれを他の
メンバーも使うことを意識して作ることで、他
の人のテスト作業は大きく捗ることになりま
す。同様にテストデータなども、メンバー間で
結構共通して使えるものです。これらを別々に
作っていたのでは勿体ない。また、自動的にテ
ストデータを流す仕組みを一人が作ることで、
他のメンバーはその恩恵を受けることができま
す。しかもこの場合、後の仕様変更やバグ修正
後に行う再テストは、ほとんど人手をかけるこ
となく行うことができます。
このように、スケジュールは自分だけのもので
はないのです。各自で立てたスケジュールを持
ち寄って、チームとして調整することで、更に
効果的なスケジュールを手にすることが出来ま
す。
　　　　　　　　　　　　　（次号に続く）

今回は「工程計画」の２回目で、もう少し具体
的にイメージしながら詳細なスケジュールを立
てるためのポイントを説明します。

２．３  作業のブレークダウン

作業を具体的に定義していく中で、幾つかの具
体的作業の集合となりそうな‘メタ作業’が見
えてきたり、逆に多くの具体的作業が見えたこ
とで、それらを纏めた少し大きな作業の集合を
想定することがあります。特に、定義された作
業が多くて細かくなりすぎた時や、担当者別に
纏めたり、並行作業を想定して幾つかの作業に
纏めた方が分かりやすい時に、一旦概念的な作
業を想定して改めて作業を詳細化します。
本来、“ブレークダウン”というのは、より概
念的なものから具体的なものへと詳細化する作
業ですが、実際には、絵に書いたようにはトッ
プダウン的に思考されるとは限らず、先に幾つ
かの具体的な作業が浮かんだあとで、それを受
けて、もう一段概念的作業を挿むか、或いはこ
の段で具体的作業を並べて、ブレークダウンを
終了するかを決めることになります。
何れにしろ、多くの開発現場で書かれている
「スケジュール」は、殆どが「具体的作業」に
達していないため、作業量も見積れないし、そ
こで考えられた「作業」の遂行に、どのような
問題が潜んでいるのかを考える機会を与えてく
れません。したがって何時もその場になって、
その作業を進めるのにどうすればいいのかを考
えることになり、その結果、作業が間延びした
り、事前に想定されていなかった作業が新たに
行われるのです。
作業を具体的にブレークダウンすることによっ
て、より精確な作業の相互関係が見えるように
なります。これも作業を具体的レベルにブレー
クダウンする大きなメリットです。

２．４  作業量の見積り

作業をブレークダウンする目的の一つとして、
作業の「量」を見積もりやすくすることがあり
ます。その作業がどれだけの期間で可能かを見
通すには、その作業の量（質の含む）が見積も
れることが条件になります。この「量」が見積
もれなければ、スケジュールは単なる“あて
ずっぽ”でしかありません。
実際に、提出するだけのスケジュールが書かれ
ることがよくありますが、それらは殆ど、作業
量が見積もられないまま作られたスケジュール
です。したがってこれを書いた人は、初めから
これが実現することはないことを知っているの
です。その上、“こんなスケジュールなら書く
時間も惜しい”とばかりに、今度はスケジュー
ルを策定する作業そのものを放棄してしまうの
です。確かにそんなスケジュールは、何の役に
も立たないし、それを書かなくても、別段今ま
でよりも作業が大幅に狂うようなこともないで

c 1995

▲これは、さきがけ党首の武村氏の、核実験再開の抗議行動に対する政府の公式見解である。予
想されたフランス政府の抗議に対して、これでかわし切れると思ったのだろうか。いや思ったか
らこそ、このような公式見解が出されたのだろう。フランス政府も不毛の議論を避けて、個人の
行動ならということで抗議自体を無視する姿勢をとった。
▲閣僚に「私的」な時間があるはずがない。彼等はどこに居ても「閣僚」である。就寝中も「閣
僚」であるが故にいつでも叩き起こされる。因に会社の社長も「私的」な立場はない。２４時
間、会社の顔としての役割を求められるし、有事に「明日にしてくれ」という訳には行かない。
▲この国が「公的」と「私的」とに立場を使い分けるようになったのは、靖国神社の参拝に絡ん
でマスコミが騒ぐようになってからである。それ以前にもこのような考え方があったのかもしれ
ないが、表に出てきたのは靖国である。そこで「私的」と答えれば“通ってよし”なのである。
これがいつの間にか「常識」になってしまった。
▲だが、こんな「常識」は世界には通用しない。こんな常識が通用しているから、大蔵省の上級
官僚が「私的」な時間で恥をさらすことになる。彼等にも「私的」な立場はないはずだ。論語に
子貢が「士」について尋ねたくだりがある。その答えは「己れを行うに恥あり、四方に使いして
君命（＝国命）を辱しめざる」である。これは時代遅れな考え方なのか。

「「 休休 暇暇 中中 のの 個個 人人 のの 行行 動動   」」 ！！ ？？


